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事業概要 AIシステム＆コンサルで安心・安全なまちづくりをサポートしています。AIを使い地域活性化、空き家の利活用、遊休
施設のリノベーションなど新しい価値を創り出し、安心安全なまちづくりの提案をしています。その他GIS（地理情報シ
ステム）技術を得意としており、観光、防災、暮らしのサポートアプリ（地方創生スマートフォンアプリ）等の開発も進め
ています。

部署 HRソリューション

所在地 〒870-0037
大分市東春日町1番1号

連絡先 （電話番号）097-536-0076
（E-mail）soumu@chklab.com

環境省ローカルSDGs
を通じて、実現したい
社会像

「1.貧困をなくそう」「2.飢餓をゼロに」「4.質の高い教育をみんなに」「9.産業と技術革新の基盤をつくろう」「11.住み続け
られるまちづくりを」に重点的に取り組みたいと考えています。当社のAIやGIS技術を用いて、地方を豊かにします。地
方での雇用創出、子どもたちへの教育機会の提供、農業のデジタル化、既存公共施設の利活用を行うことで、持続
可能な社会づくりに貢献します。

ローカルSDGsの実現
に貢献できるソリュー
ション

分野 その他（持続可能な社会づくり）

当社ではローカルの公共空間を活用して、 まちをおもしろくするプロジェクトメディア「PUBLIC+」というプロジェクトに取
り組んでいます。PUBLIC+（パブリックプラス）とは、公共不動産の可能性を広げるあらたな「場づくり」を行うプロジェク
トメディアです。当社が行政と連携して実践するものもあれば、行政・個人、民間と連携して行うプロジェクトもあります。
行政が民間に使ってもらいたい「場」を個人や事業者が「借りる」「使う」「買う」などをサポートします。

事例：無人駅をDIYするプロジェクト
豊後大野市朝地町観光推進協議会と協力し、朝地駅を拠点に町を元気にするプロジェクトを発足。朝地町の課題で
あるスーパーの閉店による高齢者の買い物問題、コロナによる朝地駅の名物であるオルレ(ウォーキングコースを意
味する韓国語)目当ての観光客の減少、地域の娯楽不足等を解決するため、DIYで朝地駅のシンボル「ウマトウマゴ
ヤタイ」を製作。さらにオルレのお供となるオルレ弁当を開発。お弁当箱は環境に配慮した竹の皮や木のワッパを使
用し、具材は地産地消にこだわりました。
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ローカルSDGsの実現
に貢献できるソリュー
ション

株式会社地域科学研究所では、「1.貧困をなくそう」「2.飢餓をゼロに」「4.質の高い教育をみんなに」「9.産業と技術
革新の基盤をつくろう」「11.住み続けられるまちづくりを」に重点的に取り組みたいと考えています。

1について、持続可能な雇用提供のために、定年退職後の再雇用や育児休業取得者への定期的なフォローを行っ
ています。育児中の社員が希望すれば時短勤務も可能です。適宜在宅勤務も取り入れています。最近では男性社員
も育児休暇を取ることも増えており、業務の分担や効率化を図ることで、休暇を取りやすい環境を整えています。

2について、食糧確保のためには農業の効率化が必須です。そのために当社では営農管理システムや農地利用状
況調査で利用できる現地調査端末の導入支援、運用サポートを行っています。今までは紙媒体で管理していた農地
の利用方法をデジタル化することで、自治体が農地管理に要していた時間の削減に成功し、農地中間管理機構への
貸付、農地のあっせんなど、農地の利用調整と有効利用により力を入れることができます。

4について、都市部と地方の教育格差是正のため、地方の学生向けに地図システムを用いたワークショップやプロ
グラミング教室を開催しています。最近では臼杵市の小学生を対象に、「プログラミング的思考」を学習してもらうこと
で、論理的な思考や想像力・問題解決力の向上をはかり将来の選択肢を広げてもらうことを目的としてプログラミング
教室を開催しました。

9・11について、自治体DX（デジタルトランスフォーメーション）の設計・構築をサポートしていきます。AI、3DGIS、デ
ジタル化、Webアプリケーションなど、安心安全な暮らし、豊かで活力ある地域社会作りを実現するため、さまざまな
ニーズに合わせたサービス・ソリューションを提供し、デジタルガバメント、新しい住民サービスの形を目指す地方公共
団体をサポートしていきます。

URL
https://public-plus.jp/ サイトトップページ
https://note.com/publicplus/n/nde7f03dad986 朝地駅プロジェクト

上記ソリューションを
提供できる地域につ
いて

西日本を中心とした200市町村

https://public-plus.jp/
https://note.com/publicplus/n/nde7f03dad986
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自者の特徴 〇AIシステムで地域課題に取り組む
西日本を中心に200を超える市町村にて、地方公共団体向けのシステム設計・構築・導入を行っております。地域社
会が抱える課題は多岐に渡ります。それぞれのニーズに合わせたシステムの設計・構築、行政プラットフォームの提
供、そして導入後のきめ細かなサポートで、より良い住民サービスを目指す地方公共団体を支援します。

〇計画策定や業務支援を通じた、効果ある住民サービスの実現
様々な地域社会のニーズや、変わりゆく制度・方針に対応した自治体業務サポートを行っています。地方公会計や固
定資産税など、様々な分野に精通した社員の力を結集し、自治体業務を強力にバックアップします。私たちはこれま
で携わってきた経験と専門的知識を活かし、効果あるソリューションをご提案します。

SDGs経営に向けた自
者の課題や悩み ―
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